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第４次宇都宮市行政改革大綱の策定について 
 

◎ 趣旨 

「第４次宇都宮市行政改革大綱」の策定状況について報告するとともに，その内容について

協議するもの 

 

１ これまでの経過 

平成２１年 ４月  行政改革大綱策定懇談会の設置（１１月までに計４回開催） 

７月  第３次行政改革の成果の公表と意見の募集 

（広報うつのみや７月号掲載） 

          本市行政改革の取組の評価（市政世論調査の実施） 

平成２２年 １月  パブリックコメントの実施 

 

２ 大綱（案）の概要【資料３，参考資料２】 

（１）策定の必要性 

・ 厳しい社会経済環境の中，市民生活の安定を最優先に考えた行政サービスを継続的，効

率的に展開するため，行政と市民が協働し，市民がより主体的に活動することや，優先的・

重点的に提供すべき行政サービスへ行財政資源を集中的に投入することが必要 

・ これまでの改革成果を生かしながら，新たな視点を加えた，さらなる改革が必要 

 

（２）特徴 

・ より効果の高い施策・事業への重点的・優先的な資源投入を目指し，これまで実施して

きた施策・事業について，原点からの見直しを進める。 

・ 地域の目指すまちづくりを効果的・効率的に進めるため，市民主体のまちづくり活動が

さらに展開されることを目指す。 

・ 推進期間を５年間と設定して，集中的・重点的な取組を推進する。 

・ 大綱に基づく行政改革の取組を着実に推進するため，別途，「行政改革推進プラン」を策

定し，取組項目ごとに具体的な目標を設定，進行管理を行う。 

 

資料２
平成２２年２月２２日 
行政経営部行政改革課 
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（３）「名称」及び「副題」について 

ア 設定の基本的な考え方 

名 称 
・ 行政改革に取り組む考え方を示すものであるとイメージできるもの 

・ 行政改革の取組の基礎としての，存在感や重みを伝えられるもの 

副 題 

・ 市民にとって分かりやすいもの 

・ 新たな行政改革に取り組むことを端的にＰＲできる，「キャッチフレ

ーズ」になりうるもの 

 

イ 名称及び副題 

 

 

 

○ 案を検討する上で，候補となったもの 

（ア）改革に取り組む基本姿勢を象徴するもの 

「ネクスト（次世代のための，次なる改革）」，「ルネッサンス（復興）」， 

「アドバンス（前進）」，「フォワード（一歩，先へ）」，「練磨」，「地道」 など 

（イ）改革を通して目指すべき都市の姿を象徴するもの 

「実力」，「自立」，「持続可能」，「成熟」，「飛躍」 など 

 

（４）「基本目標」について 

ア 設定の基本的な考え方 

第４次行政改革が目指すものを簡潔に表現するもの 

 

イ 基本目標 

 

 

○ 案を検討する上で，候補となったもの 

  （ア）市民と行政が共にまちづくりを進めることをイメージさせるもの 

「共創」，「共感」，「共汗」，「共奏」，「調和」，「和」 など 

  （イ）内部改革への取組姿勢を示すもの 

    「選択・集中」，「改全」，「重点化」，「優先化」，「原点回帰」 など 

  （ウ）行政改革によって目指すべきもの 

「持続可能なまちづくりへの基礎の構築」，「健全な行財政基盤の確立」， 

「効果的・効率的な行政運営」 など 

（案） 第４次宇都宮市行政改革大綱   

～ 「うつのみやネクスト」 実力都市・宇都宮のさらなる躍進に向けて ～ 

（案） 「共創」と「選択・集中」による 持続可能なまちづくりへの基礎の構築 
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（５）体系 

          【改革の方向性】            【改革の柱】 

 

 

 

 

 

 

 

（６）推進期間 

  平成２２年度から２６年度までの５年間 

 

３ パブリックコメントの実施結果について【参考資料３】 

（１）実施状況 

ア 募集期間 

平成２２年１月８日（金）から２月５日（金）まで 

 

イ 応募状況 

応募者数  ３名   意見数  ３７件 

 

（２）意見を踏まえた対応 

市民からの意見を踏まえ，市の考え・意図を分かりやすく伝えるため，以下について，

文章を修正・削除 

 

パブリックコメント時 現時点 

（大綱案【資料３】４ページ） 

現時点では，急速な景気回復も見込めない

 

（表現を削除） 

（大綱案【資料３】１１ページ） 

地域の総意に基づく施策・事業 

 

地域の意思に基づく施策・事業 

（大綱案【資料３】１２ページ） 

設置意義の薄れた施設 

 

市民ニーズの変化した施設 

民間主導で同種の施設整備が進んだこと

で市として設置意義の薄れた施設や，社会

経済環境の変化等により，市民ニーズが変

化した施設について， 

民間主導で同種の施設整備が進むなど，社

会経済環境の変化等により，市民ニーズが

変化した施設について， 

（大綱案【資料３】１４ページ） 

有形・無形の市有財産の積極的な活用等 

 

市有財産の積極的な活用等 

（大綱案【資料３】１５ページ） 

可能な限り，具体的な目標を設定します。

 

具体的な目標を設定します。 

市民協働の推進による 

豊かな自治の確立 

新たな時代への対応に向けた 

行政サービスのあり方の見直し 

持続可能な行政経営の実現 

効率的な執行体制の確立 

健全な財政構造の確立 

事業等の徹底した検証 

市民の力の発揮 
改
革
の
基
本
目
標 
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４ 今後のスケジュール 

平成２２年２月２２日  第５回行政改革大綱策定懇談会 【本日】 

（大綱（案）について，提言書（案）について） 

３月１９日  行政経営検討委員会（大綱（案）について） 

３月２９日  大綱の策定・公表 

 


